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2023-24 年度 

福山西ロータリークラブ 

  例  会  情  報   
第 1566 回（33） 

   

 

会 長   瀬 尾 義 裕     幹 事   黒 木 成 光 

クラブ会長テーマ   

「 次世代に希望を繋ごう！～手を取り合って～ 」 

日 時 2024 年 4 月 9 日（火） 12：30 ～ 

場 所 福山ニューキャッスルホテル 

例 会 行 事 点 鐘 ・ ソング 「 君が代・奉仕の理想 」 

ゲスト・ビジターの紹介 （ 出席報告参照 ） 

会 長 報 告 

 幹 事 報 告 

出 席 報 告  

Ｓ Ａ Ａ 報 告 

ス マ イ ル 報 告  

プ ロ グ ラ ム 情 報 

そ の 他 報 告 

その他情報 メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 来週分 ） 

メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 再来週分 ） 

今 後 の 行 事 予 定 

ク ラ ブ 活 動 報 告 
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【 会 長 報 告 】 
今月は環境月間です。（Environment Month）２０２２年１０月のRI理事会で追加された重点

分野の1つとなっています。当クラブの活動計画書では当月が「母子の健康月間」の表記になって

いますが，環境月間の追加に伴い，「母子の健康月間」は４月に移動されました。国際ロータリー

は，天然資源の保全と保護を強化し，環境の持続可能性を高め，人と環境との調和を促す活動を支

援するため，重点項目に環境月間を追加したものです。地球の環境問題は人類が直面する最重要の

課題の一つであり，国連の2030年に向けた17の「持続可能な開発目標」のうち，半分以上は環

境の持続可能性と密に関連しています。 

 さて，ロータリアンとして環境に奉仕する機会は豊富にあります。例えば，①廃棄ゴミのリサイ

クル率の向上，②太陽光ライト（ケニア：このプロジェクトでは地元の学校に通う約1,500人の

生徒に購入権つきレンタルの太陽光ライトを提供。生徒たちは8カ月間，月1ドル（灯油コストよ

りも安価）のレンタル料を支払い，その後はライトをそのまま取得して所有します。レンタルの収

益は，将来にほかの生徒に提供する太陽光ライトの購入資金となります。日没後の宿題用です），

③水源の保全，④引水（インド：砂防ダムの建設による井戸の復旧），⑤森林保全（植樹），⑥エ

ココンロ（排煙機能，伝統的な薪での調理は1時間にたばこ400本分の煙を生み出します。世界で

30億人が現在もこの方法で調理しており，WHO（世界保健機関）によると，屋内の空気汚染によ

る死亡者数は，マラリア，結核，HIV／エイズによる死亡者数の合計を上回っています。），⑦ク

リーンエネルギー支援などの各支援例が挙げられます。 

 さて，「環境月間」に関連して，ロータリークラブとしての興味深い情報をお伝えします。  

 イタリアのロレンザ・マッツォーニさんが最初にロータリ―クラブに入会したのは2017年で，

ミラノ郊外にある小さな町のロータリークラブでした。会員数は約45名でしたが，入会から4年

も経たないうちに会員数は3分の1に減少しました。「これはイタリアの多くのクラブで起こって

いること」「新型コロナウイルス流行によって，その傾向はさらに悪化していると思います」とマ

ッツォーニさんは語ります。 

 実際にマッツォーニさんもそのクラブを退会しましたが，代わりに新たに設立されたエコ・ミラ

ノ・ロータリークラブに入会しました。このクラブは「環境」に焦点を当てた分野特化型クラブで

す。このように特定分野の活動に焦点を当てた非従来型のクラブは近年増えています。この新クラ

ブの会員の年齢は34歳～76歳。クラブの中核的アイデンティティとなっているのが「環境の持続

可能性への取り組み」で，国連の持続可能な開発目標（SDGs）の2030アジェンダを活動の主な

枠組みとしています。現在取り組んでいるのはプラスチックの問題です。マッツォーニさんは「プ

ラスチックは，人間が回収・処理しない限り，永遠に環境に残り続けるからです」と語ります。 

 この新クラブは2021年後半に会員24名でスタートし，そのうち11名はロータリー初体験者で

した。既存会員がいう入会理由は，ロータリー新入会者たちと同じでした。「特定分野の取り組み

に打ち込むというコンセプトに共感したんです」「自分の価値観を表しているクラブ，また，同じ

志向の仲間たちと一緒に活動できるという点に，とても興味を引かれました」といいます。 

 このクラブの会員で，マーケティングスペシャリストであるオルデリコ・カヴィッリアさんも，

活動分野を打ち出すことが重要だと感じています。カヴィッリアさんは5年前にオンラインクラブ

であるミラノ・デジタル・ロータリークラブの設立を援助して自ら創立会員となりました。そのク

ラブは今もとてもよく機能していると言いますが，他方で，「成功はしていますが，目的意識が欠
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けていました」と指摘します。「将来の会員がどんな人たちか知る必要がある」と話すカヴィッリ

アさんは，若者1,000人以上を対象にアンケート調査を実施。対象者には，ローターアクター，

インターアクター，大学生が含まれてました。「約1,000人のうち，自分は従来型クラブに向い

ていると答えたのはわずか4人でした。環境など特定のテーマを持ったクラブに高い関心があるこ

とがわかりました」。この結果を受けて，2021年半ば，第2041地区パストガバナーとともに

「エコ・ミラノ」クラブの設立を提案しました。「クラブを増やすためにクラブを作るのではな

く，将来の会員となる若者たちの声に答えるためにクラブを作るのです。ロータリーの世界は人び

とをつなぐクラブとともに生まれ，クラブとともに消えてゆくものです。だからこそ，将来の会員

がどんな人たちなのかをクラブが考える必要があります」 

 通常型の西クラブにおいても，目的意識を持って活動することの意義や大切さを学ぶことができ

る事例と思い，ご紹介しました。 
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【 プ ロ グ ラ ム 情 報 】 

《 RYLA 報告 》 

2023-24 年度 RYLA 

日 時：2024 年 3 月 15 日（金）～3 月 17 日（日） 

場 所：国立江田島青少年交換交流の家 

参加者：青少年奉仕委員長 能登 伸一 会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

《 新会員卓話 》 

 

【 奥野 充喜 さん】 

 

2023 年 9 月 12 日 入会 

株式会社 キュアライフ 

代表取締役 

職業分類：接骨医 
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【 そ の 他 報 告 】 

《 各 種 表 彰 等 》 

【皆出席】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《皆出席 1 年 渡邉 祥子 さん》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




